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M i n o h   C i t y   F i r e   P r o t e c t i o n   A s s o c i a t i o n   N e w s

vol.98
令和7年（2025年）
10月発行

秋の全国火災予防運動 期間：11月9日（日）～11月15日（土）

『急ぐ日も　足止め火を止め　準備よし』
全国統一防火標語

箕面市防火作品 図画の部 防火協会長賞 入賞　（秋の防火ポスター 採用作品）
箕面市立箕面小学校　2年　奥村  理世

災害状況
10月1日現在

◆火災
◆救急
◆救助

…… 20件
…6,420件
…… 92件
〈箕面市管内〉

箕面市PRキャラクター
滝ノ道 ゆずる

消防士の訓練動画や消防の
魅力を投稿しています。

箕面市消防本部

公式Ｉｎｓｔａｇｒａｍ
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第
六
十
二
回 

定
期
総
会
報
告

第
六
十
二
回 

定
期
総
会
報
告

〇
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん（
順
不
同
）

◆
優
良
事
業
所
表
彰

•
社
会
福
祉
法
人
　
ひ
じ
り
福
祉
会

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
紅
葉
の
郷

•
津
田
電
気
計
器
株
式
会
社

•
日
鉄
鉱
業
株
式
会
社

　
長
尾
山
採
石
所

•
フ
ィ
ガ
ロ
技
研
株
式
会
社

◆
優
良
防
火
管
理
者
表
彰

•
医
療
法
人
　
マ
ッ
ク
シ
ー
ル
巽
今
宮
病
院

小
林
　
正
之
　
様

◆
優
良
危
険
物
保
安
監
督
者
表
彰

•
伊
丹
産
業
株
式
会
社
　
セ
ル
フ
箕
面
給
油
所

　
福
　
秀
明
　
様

◆
優
良
消
防
団
員
へ
の
感
謝
状
贈
呈

•
箕
面
市
消
防
団
小
野
原
分
団

藤
井
　
武
　
様

（
令
和
六
年
度
箕
面
市
消
防
団
分
団
長
会
幹
事
長
）

〇
新
役
員
の
ご
紹
介

◆
新
会
計
監
査

•
株
式
会
社
り
そ
な
銀
行
箕
面
支
店
　
武
蔵
　
様

◆
繊
維
部
会 

常
任
理
事

•
セ
ン
コ
ー
株
式
会
社
　 

小
森
　
様

 

◆
火
災
予
防
事
業
の
推
進

一　

防
火
協
会
だ
よ
り
の
発
行
（
年
二
回
）

二　

会
員
事
業
所
に
対
す
る
消
火
器
の
購
入

　
　

助
成
、
詰
替
等
の
斡
旋

三　

防
火
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
購
入
及
び
貸
出

四　

防
火
作
品
の
募
集
・
表
彰

五　

優
秀
防
火
作
品
の
防
火
ポ
ス
タ
ー
作
成
及
び

配
布

六　

み
の
お
Ｆ
Ｍ
放
送
「
タ
ッ
キ
ー
８
１
６
」
を

利
用
し
た
予
防
広
報
の
実
施

 

◆
教
養
研
修
の
実
施

一　

優
良
防
火
施
設
の
視
察
研
修
会
の
実
施

二　

防
火
・
防
災
に
関
す
る
講
演
会
の
開
催

三　

防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習
会
の
受
講
助
成

四　

危
険
物
取
扱
者
試
験
受
験
準
備
講
習
会
の
受

講
助
成

五　

防
火
教
養
の
推
進
（
図
書
及
び
参
考
文
献
の

購
入
配
布
）

 

◆
優
良
事
業
所
等
の
表
彰

一　

優
良
事
業
所
の
表
彰

二　

優
良
防
火
管
理
者
等
の
表
彰

三　

優
良
危
険
物
保
安
監
督
者
の
表
彰

四　

消
防
協
力
者
の
表
彰

五　

そ
の
他
（
各
団
体
が
行
う
表
彰
に
対
す
る
会

員
事
業
所
の
推
薦
等
）

 

◆
地
域
防
火
・
防
災
の
推
進

一　

消
防
団
及
び
地
域
自
主
防
火
ク
ラ
ブ
等
の
事

業
に
対
す
る
助
成

二　
「
地
域
安
全
安
心
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化

三　
「
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
」
の
普
及

協
力

 

◆
入
会
の
勧
誘

新
設
事
業
所
等
に
対
す
る
入
会
勧
誘

 

◆
そ
の
他

一　
（
公
財
）
大
阪
府
危
険
物
安
全
協
会
事
業
へ

の
参
加

二　
「
箕
面
ま
つ
り
」
へ
の
参
画

三　

各
種
団
体
と
の
交
流

四　

協
会
関
係
者
の
慶
弔

五　

会
員
事
業
所
間
の
親
睦
推
進

令
和
七
年
度
事
業
計
画

　

令
和
七
年
六
月
二
十
七
日（
金
）、

「
第
六
十
二
回
箕
面
市
防
火
協
会
定

期
総
会
」を
箕
面
市
立
船
場
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　

木
田
会
長
の
開
会
挨
拶
で
は
、会
員

皆
さ
ま
に
協
会
事
業
各
般
に
わ
た
る
深

い
ご
理
解
・ご
支
援
に
対
す
る
感
謝
と
、今

後
、さ
ら
に
自
主
防
災
の
輪
を
広
げ
る
た

め
の
ご
協
力
に
つ
い
て
お
願
い
の
言
葉
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、木
田
会
長
、原
顧
問（
消
防

長
）か
ら
市
内
の
優
良
事
業
所
及
び
優
良

防
火
管
理
者
等
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し

た
。そ
の
後
、木
田
会
長
が
議
長
に
推
挙

さ
れ
、議
案
の
審
議
に
入
り
、令
和
六
年

度
の
事
業
報
告
・
決
算
報
告
を
は
じ
め
、

基
金
積
立
会
計
報
告
及
び
令
和
七
年
度

事
業
計
画（
案
）・
予
算（
案
）に
つ
い
て
慎

重
な
る
審
議
を
さ
れ
た
結
果
、満
場
一
致

で
承
認・可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
終
了
後
、新
た
に
役
員
に
就
任

さ
れ
た
方
々
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、原
顧
問
か
ら
、協
会
の
積
極

的
な
事
業
活
動
に
対
す
る
深
甚
な
る
感

謝
の
お
言
葉
を
述
べ
ら
れ
、閉
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

総
会
後
は
、ア
ジ
ア
ン
ダ
イ
ニ
ン
グ 

リ
ー
ツ
ァ
ン
テ
ィ
ン
に
お
い
て
原
田
市
長
を

は
じ
め
来
賓
の
皆
さ
ん
を
お
迎
え
し
て
の

懇
親
会
を
開
催
し
、盛
会
の
う
ち
に
閉

会
し
ま
し
た
。

定期総会の様子

木田会長の挨拶

懇親会の様子
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　箕面市消防本部では消防指令業務の共同運
用に伴い、Live119映像通報システムの運用を
開始しています。
　Live119映像通報システムとは、119番通報
の際に、現場と消防をリアルタイムの映像でつな
ぐシステムです。
　映像（現場の状況等）や位置情報が消防へ伝
送されることで、場所の特定
や迅速確実な消防活動につ
ながります。
　データ通信料は通報者側
の負担になりますが、指令員
が必要と判断したときには、
映像通報への接続をお願い
することがありますので、ご
理解ご協力をお願いいたし
ます。

消防車両を更新しました！
令和6年度  更新車両

Live119映像通報システムについて

　消防本部では化学消防ポンプ自動車1台、指揮支援車1台を更新整備しました。
　化学消防ポンプ自動車は、1,300ℓの水と500ℓの泡消火薬液を積載しています。化学車は、危険物（ガソリンなど）や自動車な
どが火災になったときに力を発揮します。
　指揮支援車は、消防活動での現場指揮本部の指揮支援を目的とした車両で、状況に応じ人員や資機材を搬送し、スムーズな現
場活動を可能にします。
　この更新した車両を箕面市消防本部の新たな戦力として、より一層消防力の充実強化を図っていきますので、引き続き、消防活
動へのご理解ご協力をお願いいたします。

119番通報をつないだまま

化学消防ポンプ自動車 指揮支援車

消防本部からのお知らせ

☆お問い合わせ先☆　北大阪消防指令センター　箕面担当　☎06-6155-5119（代表）

☆お問い合わせ先☆　消防本部消防企画室 警備企画グループ　☎072‒724‒9997（直通）

詳細は下記の
QRコードから
ホームページを
参照してください

ショートメッセージ（SNS）
を消防から送信

SNSに記載のURLから
Live119を起動

注意事項の確認とマイクなど
の使用許可を行い、撮影開始！

現場の映像SNS
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令和7年 上半期（１月～６月） 消防概況 （箕面市管内）令和7年 上半期（１月～６月） 消防概況 （箕面市管内）

リチウムイオン電池の火災に注意
異常を感じた場合は

すぐに使用を中止しましょう！！！
　リチウムイオン電池は小型大容量で繰り返し使用が可能なため、モバイルバッテリーやワイヤレスイヤホン、電動付き自転車や電
動工具など身の回りの様々な商品に搭載されています。しかし、便利な一方で電池の発煙・発火事故も発生しています。
■火災を防ぐポイント
　❶製品に衝撃を与えない、むやみに分解しない
　❷整理整頓された場所で充電する
　❸メーカーが指定する充電器やバッテリーを使用する
　❹膨張、充電できない、バッテリーの減りが早くなった、
　　充電中に熱くなるなどの異常がある場合は、使用をやめる
　❺熱のこもりやすい場所での使用は控える
　❻万が一の被害に備え不燃性のケースなどに収納する
■万が一火災が発生したら
　❶火花や煙が激しく噴出している場合は近寄らない
　❷火花や煙の勢いが収まったら、大量の水や消火器で消火する
　❸消火後、安全に配慮して可能であれば水没させる

☆お問い合わせ先☆　消防本部 予防室　☎072‒724‒9995（直通）

　火災件数は13件で、昨年上半期
（17件）と比べ4件減少しており、おお
むね14日に1件の割合で発生したこ
とになります。また、火災により1名の
方が死亡され、7名の方が負傷され
ています。
　判明している火災原因は、電気関
係、たばこ、コンロとなっています。

　救急件数は昨年上半期（4,219
件）と比べ25件増加しており、1日あ
たり約23.4件の割合で救急隊が出
動したことになります。
　事故種別では、急病が最も多く、
救急件数の63.6％を占めており、次に
一般負傷、転院搬送、交通事故など
と続いています。

　救助件数は67件で、昨年上半期
（32件）と比べ35件増加し、救助人
員は33名で、昨年上半期（20名）と
比べ13名増加しています。
　事故種別では建物等による事故
が45件、交通事故が8件、火災（建
物）が3件などと続いています。

火災 13件
火災種別
  ◇建物火災    12件
  ◇その他火災  　 1件

 死　者          1 名
 負傷者  　　　        7 名
 損害額　  22,494千円
　　　　　　　 ＊損害額調査中7件

救急 ４，２４４件
事故種別
  ◇ 急　　病　　   ２，６９９件
  ◇ 一般負傷　　　　７５３件
  ◇ 転院搬送　　　　４０８件
  ◇ 交通事故　　　　２５１件
  ◇ そ の 他　　　　１３３件

  搬送人員　   ３，９３８名

救助 ６７件
事故種別
  ◇ 建物等による事故  ４５件
  ◇ 交通事故　　　　　８件
  ◇ 火災（建物）　　　　３件
  ◇ 機械による事故　　１件
  ◇ その他の事故　　　１０件

  救助人員　     33名

消防本部からのお知らせ

発火した
電動付き自転車用
バッテリー
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秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

一
　
広
報
活
動
の
実
施

　

消
防
車
両
に
よ
る
巡
行
宣
伝
及
び
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
・
立
看
板
・
の
ぼ
り
旗
・

ポ
ス
タ
ー
他
、イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
等
に

よ
り
、火
災
予
防
を
広
報
し
ま
す
。

二
　
防
火
教
室
の
開
催

　

事
業
所
・
自
治
会
及
び
自
主
防
災
組

織
等
を
対
象
に
防
火
教
室
等
を
開
催
し
、

火
災
予
防
意
識
の
高
揚
を
は
か
り
ま
す
。

三
　
立
入
検
査
の
実
施

　

防
火
対
象
物
及
び
危
険
物
施
設
の
立

入
検
査
を
実
施
し
、防
火
安
全
対
策
の

徹
底
を
は
か
り
ま
す
。

四
　
防
火
作
品（
入
賞
及
び
入
選
作
品
）の
展
示

●
十
月
三
十
一
日（
金
）〜
十
一
月
六
日（
木
）

　

東
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

二
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

●
十
一
月
七
日（
金
）〜
十
一
月
十
六
日（
日
）

　

箕
面
市
消
防
本
部　
一 

階
ロ
ビ
ー

※
東
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
展
示
初
日
は
午

後
か
ら
、最
終
日
は
午
前
の
み
の
展
示
と

な
り
ま
す
。

　

今
年
も「
一一
九
番
の
日
」の
十
一
月
九
日

（
日
）か
ら
十
五
日（
土
）ま
で
の
七
日
間『
急

ぐ
日
も　

足
止
め
火
を
止
め　

準
備
よ
し
』

を
全
国
統
一
防
火
標
語
と
し
、秋
の
全
国
火

災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、箕
面
市
消
防
本
部
・
消
防
団
で

は
市
民
の
皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
に
防
火
の
意

識
を
高
め
て
い
た
だ
き
、火
災
に
よ
る
死
傷

事
故
の
防
止
と
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
た
め
、

次
の
事
項
に
重
点
を
置
い
た
運
動
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

本
協
会
の
事
業
に
お
き
ま
し
て
も
火
災

予
防
を
最
重
点
と
し
、消
防
本
部
・
消
防
団

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、火
災
の
な
い
安
全
で

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

消防本部の主な行事

　

市
内
の
小
・
中
学
校
に
防
火
作
品
を
募
集
し

た
と
こ
ろ
、
総
数
八
七
七
点（
図
画
・
一
六
〇
点
、

習
字
・
七
一
七
点
）の
応
募
が
あ
り
、
力
作
ぞ
ろ

い
の
作
品
の
中
か
ら
次
の
と
お
り
入
賞
作
品
が
決

定
し
ま
し
た
。

　

図
画
の
部
に
つ
い
て
は
、
入
賞
作
品
の
中
か
ら

今
秋
と
来
春
の
火
災
予
防
運
動
に
伴
う
防
火
ポ

ス
タ
ー
採
用
作
品
二
点
を
選
出
の
上
、
本
協
会
で

防
火
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、
市
内
事
業
所
へ
送
付

い
た
し
ま
す
。

【
図
画
の
部
】

　
　
防
火
協
会
長
賞 

　

（
五
名
）

・
三
久
保　

風　

花
（
と
ど
ろ
み
の
森
学
園　

一
年
）

・
奥　

村　

理　

世
（
箕
面
小
学
校　

二
年
）

・
上　

處　
　
　

類
（
西
小
学
校　

二
年
）

・
加　

藤　

明　

依
（
中
小
学
校　

三
年
）

・
勝　

川　

絵　

茉
（
と
ど
ろ
み
の
森
学
園　

四
年
）

　
　
消
防
長
賞
　
　
　
　
（
五
名
）

・
谷　
　
　

侑　

奈
（
南
小
学
校　

二
年
）

・
中　

野　
　
　

空
（
と
ど
ろ
み
の
森
学
園　

三
年
）

・
奥　

村　

幸　

来
（
箕
面
小
学
校　

五
年
）

・
阪　

上　

心　

柚
（
中
小
学
校　

六
年
）

・
濵　

﨑　
　
　

華
（
第
三
中
学
校　

二
年
）

【
習
字
の
部
】

　
　
防
火
協
会
長
賞　

 

（
五
名
）

・
堀
之
内　

沙　

來
（
西
小
学
校　

一
年
）

・
嶋　

本　

廉　

士
（
西
南
小
学
校　

五
年
）

・
加　

藤　

心　

南
（
彩
都
の
丘
学
園　

六
年
）

・
森　
　
　

陽　

彩
（
第
三
中
学
校　

一
年
）

・
石　
　
　

彩　

純
（
第
四
中
学
校　

一
年
）

　
　
消
防
長
賞
　
　
　
　
（
五
名
）

・
髙　

山　

和　

奏
（
箕
面
小
学
校　

三
年
）

・
森　

本　

陽　

貴
（
西
南
小
学
校　

四
年
）

・
堀
之
内　

稜　

大
（
西
小
学
校　

五
年
）

・
税　

所　

望　

有
（
第
四
中
学
校　

二
年
）

・
俣　

野　

寧　

々
（
第
一
中
学
校　

三
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
敬
称
略
）

●
春
の
防
火
ポ
ス
タ
ー
作
品

　 

と
ど
ろ
み
の
森
学
園
　
三
年
　
中
野
　
　
空

審
査
員
所
感

（
図
画
の
部
）

　

今
年
の
夏
も
毎
日
体
温
並
み
の
酷
暑
日
が
続
き
ま
し

た
が
、そ
ん
な
暑
さ
に
も
負
け
ず
、夏
休
み
を
有
意
義
に

活
用
し
、防
火
作
品
・
図
画
の
部
に
応
募
し
て
く
れ
た
児

童
・
生
徒
の
み
な
さ
ん
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。応

募
し
て
く
れ
た
す
べ
て
の
作
品
を
描
い
て
く
れ
た
子
ど
も

た
ち
の
気
持
ち
や
そ
の
様
子
を
想
像
し
な
が
ら
、楽
し
く

見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

毎
年
、作
品
を
通
し
て
、子
ど
も
た
ち
と「
す
て
き
な

出
会
い
」が
で
き
る
こ
の
審
査
会
を
夏
の
終
わ
り
の
楽
し

み
と
し
て
い
ま
す
。

　

箕
面
市
の
小
中
学
校
で
は
ギ
ガ
ス
ク
ー
ル
構
想（
個
別

最
適
化
さ
れ
た
教
育
を
推
進
す
る
た
め
、児
童
生
徒
１

人
１
台
端
末
整
備
な
ど
I
C
T
環
境
を
整
え
る
国
の
教

育
施
策
）に
先
駆
け
て
、子
ど
も
た
ち
の
I
C
T
環
境
を

整
え
ま
し
た
。今
で
は
、市
内
の
ど
こ
の
小
中
学
校
で
も

授
業
の
中
で
、子
ど
も
た
ち
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
P
C
を
活
用
し
て
い
ま
す
。そ
し
て
、今
後
は

A
I
を
活
用
す
る
教
育
活
動
も
当
た
り
前
の
よ
う
に
行

わ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

A
I
を
活
用
し
、P
C
の
画
面
上
で
絵
を
作
る
作
業

も
興
味
深
い
こ
と
で
す
が
、何
も
描
か
れ
て
い
な
い
真
っ
白

な
画
用
紙
に
正
対
し
、子
ど
も
た
ち
が
創
造
力
を
働
か

せ
、自
分
で
テ
ー
マ
を
決
め
、構
成
を
練
り
、色
を
混
ぜ
合

わ
せ
、体
を
直
接
使
い
、動
か
し
て
作
っ
て
い
く
描
画
体
験

は
子
ど
も
た
ち
の
心
の
成
長
に
と
っ
て
、と
っ
て
も
大
切
な

も
の
だ
と
考
え
ま
す
。

　

今
回
の
防
火
作
品
で
も
、小
学
校
１
年
生
か
ら
中
学

生
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
が
、そ
の
年
齢
な
ら
で
は
の
防
火

に
対
す
る
様
々
な
考
え
や
思
い
を
、工
夫
を
凝
ら
し
、知

恵
を
絞
り
、絵
の
具
や
ク
レ
パ
ス
を
使
い
、カ
タ
チ
や
色
に

置
き
換
え
表
現
し
て
い
ま
し
た
。A
I
で
は
表
せ
な
い
子

ど
も
ら
し
い
線
や
カ
タ
チ
や
色
で
感
性
や
個
性
を
表
現

し
て
い
る
作
品
ば
か
り
で
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
一
生
懸
命
、絵
筆
を
使
い
ア
ナ
ロ
グ
で

描
い
た
絵
と
の「
す
て
き
な
出
会
い
」が
毎
年
私
を
ワ
ク

ワ
ク
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。　

　

作
品
の
審
査
に
当
た
っ
て
は
、他
の
審
査
員
と
も
に
描

い
た
子
ど
も
の
気
持
ち
に
な
っ
て
子
ど
も
た
ち
の
心
情
も

読
み
取
り
な
が
ら
、そ
の
子
の
思
い
や
表
し
た
い
こ
と
を

絵
筆
の
跡
や
絵
の
具
の
色
合
い
か
ら
丁
寧
に
読
み
取
り

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、と
て
も
難
し
い
こ
と
で
す
が
、審
査
な
の
で
、

そ
の
中
か
ら
入
賞
作
品
等
を
選
考
し
ま
し
た
。審
査
員

の
私
が
い
う
の
も
お
か
し
な
話
で
す
が
、本
来
、子
ど
も
の

絵
画
に
優
劣
を
つ
け
る
も
の
で
は
な
い
の
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。選
に
漏
れ
た
子
ど
も
た
ち
も
自
分
の
表
現
に
自
信

を
も
っ
て
、ま
た
、来
年
、楽
し
ん
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
れ

た
ら
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
入
賞
作
品
の
２
点
が
、今
秋
と
来
春
の
防
火
ポ

ス
タ
ー
と
し
て
市
内
の
学
校
な
ど
各
所
に
掲
示
さ
れ
、子

ど
も
た
ち
や
一
般
の
み
な
さ
ん
に
も
見
て
い
た
だ
け
ま
す
。

楽
し
み
に
待
っ
て
い
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、子
ど
も
た
ち
が
描
い
た
ポ
ス
タ
ー
を
通
し
て
、防

災
意
識
が
高
ま
り
、箕
面
市
が
今
以
上
に
安
全
安
心
な

街
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

箕
面
市
立
南
小
学
校　

校
長　

山
下
　
純

（
習
字
の
部
）

　

箕
面
市
防
火
協
会
主
催
の「
防
火
作
品・習
字
の
部
」に

は
、猛
暑
つ
づ
き
の
夏
休
み
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
小
学

生・中
学
生
の
皆
さ
ん
か
ら
の
力
作
が
多
数（
七
一
七
点
）寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。大
変
う
れ
し
く
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。

　
「
火
の
用
心
」「
防
火
」な
ど
の
標
語
が
ど
の
作
品
に
も

力
強
く
一
画
一
画
を
大
切
に
し
な
が
ら
伸
び
伸
び
と
し
た

筆
致
で
書
か
れ
て
お
り
、す
ば
ら
し
い
作
品
ば
か
り
で
し

た
。ゆ
っ
く
り
丁
寧
に
書
い
て
い
る
作
品
や
大
き
く
力
強

く
書
い
て
い
る
作
品
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
が
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。今
年
も
す
ば
ら
し
い
と
い
う
の
が
全
般
的
な

印
象
で
す
。

　
一
点
一
点
を
丁
寧
に
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。出

来
ば
え
の
す
ば
ら
し
い
作
品
が
多
く
て
、大
変
時
間
が
か

か
り
ま
し
た
が
、楽
し
く
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
審
査
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

入
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。入
賞

さ
れ
た
作
品
は「
横
画
」「
縦
画
」「
は
ら
い
」「
は
ね
」な
ど

に
安
定
感
が
あ
り
、さ
ら
に
太
い
線
と
細
い
線
の
使
い
分

け
、文
字
と
文
字
と
の
間
、「
字
間
」の
と
り
方
も
よ
く
考

え
ら
れ
て
お
り
基
本
点
画
は
も
ち
ろ
ん
、基
本
を
大
切
に

し
な
が
ら
書
い
て
い
る
こ
と
が
、よ
り
良
い
作
品
づ
く
り
に
つ

な
が
って
い
ま
し
た
。

　

次
に
、少
し
注
意
し
て
ほ
し
い
点
を
今
後
の
課
題
と
し
て

書
い
て
お
き
ま
す
。１
、基
本
点
画「
点・横
画・縦
画
な
ど
」

を
大
切
に
し
な
が
ら
書
く
と
作
品
が
よ
り
ひ
き
し
ま
り
ま

す
。２
、文
字
ど
う
し
の
間「
字
間
」に
注
意
し
て
書
く
。

３
、日
頃
か
ら
小
筆
を
し
っ
か
り
練
習
す
る
。４
、丁
寧
に

書
く
よ
う
に
す
る
。

　

時
間
が
あ
れ
ば「
毛
筆
」を
も
っ
と
練
習
す
る
機
会
を
ふ

や
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。毛
筆
に
親
し
む
こ
と
が
上
達
す
る

大
一歩
で
す
よ
。

　

来
年
も
ま
た
皆
さ
ん
の
す
ば
ら
し
い
作
品
と
出
会
え
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。併
せ
て「
防
火・防
災
」への

意
識
が
、さ
ら
に
高
ま
って
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

関
西
書
道
院　

元
院
員　

新
貝
　
廣
ニ

（
元
箕
面
市
立
中
小
学
校
長
）

防
火
作
品
入
賞
作
品
決
定

防
火
作
品
入
賞
作
品
決
定
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協会事業所のご紹介

　

地
域
の
安
全
と
安
心
を
守
る
箕
面
市
消

防
団
半
町
分
団
が
、箕
面
市
消
防
団
及
び

豊
能
地
区
支
部
を
代
表
し
て
、同
大
会
の

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
に
出
場
さ
れ
ま
し
た
。

　

半
町
分
団
は
、本
大
会
出
場
に
向
け
四

月
か
ら
訓
練
を
開
始
さ
れ
、消
防
職
員
の

熱
心
な
指
導
の
も
と
、延
べ
四
十
回
に
も

及
ぶ
猛
訓
練
を
実
施
し
て
大
会
に
臨
ま

れ
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
は
、大
阪
府
の
各
地
区
代
表

が
集
ま
り
、素
晴
ら
し
い
操
法
を
す
る
中
、

半
町
分
団
は
、訓
練
の
成
果
を
遺
憾
な
く

発
揮
し
て
、規
律
厳
正
で
気
迫
あ
ふ
れ
る
立

派
な
操
法
を
披
露
さ
れ
、見
事
二
位
と
い
う

成
績
を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

半
町
分
団
の
選
手
、消
防
団
員
、指
導
員

の
皆
さ
ん
、お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

な
お
、防

火
協
会
で

は
地
域
防

火
の
推
進

を
目
的
と

し
て
、八
月

十
九
日
に

木
田
会
長

が
訓
練
の

激
励
訪
問

を
行
い
ま

し
た
。 第

六
十
九
回

大
阪
府
消
防
大
会

第
六
十
九
回

大
阪
府
消
防
大
会

　

六
月
十
三
日（
金
）に
開
催
さ
れ
ま
し
た

令
和
七
年
度
大
阪
府
危
険
物
安
全
大
会

に
お
い
て
、稲
野
運
輸
株
式
会
社
様
が『
大

阪
府
知
事
感
謝
状
』を
、北
大
阪
医
療
生

活
協
同
組
合 

照
葉
の
里 

箕
面
病
院
様
が

『
公
益
財
団
法

人
大
阪
府
危

険
物
安
全
協

会
地
域
安
全

活
動
表
彰
』を

受
賞
さ
れ
ま

し
た
。 令

和
七
年
度 

大
阪
府

危
険
物
安
全
大
会
に

お
い
て
表
彰
受
賞

令
和
七
年
度 

大
阪
府

危
険
物
安
全
大
会
に

お
い
て
表
彰
受
賞

消
火
器
の
購
入
助
成

　

本
協
会
で
は
、事
業
所
内
で
の
消
火

器
の
普
及
を
図
る
た
め
に
、次
の
と
お

り
購
入
助
成
を
実
施
し
て
お
り
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。ま
た
、詰
替
の

斡
旋
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

◆
助
成
対
象
の
消
火
器（
蓄
圧
式
粉
末
Ａ

Ｂ
Ｃ
10
型
消
火
器
）一本　

二
，〇
〇
〇
円

　
（
た
だ
し
、一
年
度
内
に
お
い
て
、会
費
一口

に
つ
き
一本
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

◆
助
成
以
外
の
消
火
器（
蓄
圧
式
粉
末
Ａ

Ｂ
Ｃ
10
型
消
火
器
）一本　

七
，二
二
〇
円

《
お
問
い
合
わ
せ
先
》

　

箕
面
市
防
火
協
会
事
務
局 

　
☎
０
７
２
|
７
２
４
|
９
０
０
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
直
通
）

九
月
七
日（
日
）大
阪
府
立
消
防
学
校

協会事務局からのお知らせ

　消防本部では、今年4月に新任消防士9名を採用し、4月
7日から派遣している大阪府立消防学校での初任科教育を、
9月26日に修業したのち、消防署に配属され勤務しています。

新任消防士紹介新任消防士紹介

郷　真碧
ごう ま お

古川　智将
ふる かわ とも まさ

井上　瑛
いの うえ あき

東口　紘大
と ぐち こう だい

吉田　遼人
よし だ りょう と

武田　龍哉
たけ だ りゅう や

菊岡　愼
きく おか まこと

中村　仁清
なか むら じん せい

吉田　隼
よし だ しゅん




